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氏名 　　佐　野　和　彦　　議員

これからの火葬場を
考える

富士宮市には公営の火葬場として富士宮聖苑があり、昭和57
年７月から供用が開始されている。度重なる補修工事や改修工
事と、最近では長寿命化工事を行っているが、利用制限がか
かっているため火葬待ちの御遺体が多く見受けられ、市民から
不安の言葉が聞かれる。今後の方針を伺う。
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　現在の１日当たりの火葬数はどのくらいか伺う。

制限がかかることによる火葬待ちの御遺体をなくすため
に、今後どのようなことが考えられるか。

今行われている長寿命化工事で、火葬場がどの程度長寿
命化できるのか伺う。

今後約20年は火葬数が減ることはないと言われている
が、火葬場の今後を見通して富士市と共同で火葬場を造る
ことを検討できないか。

民間企業が我が富士宮市に新たな火葬場を造ることは可
能なのか。また、可能ならどのような工程を踏まないとな
らないか。

２ スイーツの祭典「ふ
じのみやプリンまつ
り」の今後

富士宮市が県内有数の生乳や鶏卵の生産地であることから、
プリンを題材に我が富士宮を盛り上げるため「第２回ふじのみ
やプリンまつり」が盛大に行われた。あまりの大盛況ぶりにＢ
－１グランプリをほうふつさせたが、関係各位の苦労が実った
最高のイベントであったと思う。しかし、あまりの混雑ぶりに
課題も見えてきたと思うが、今後の展開を伺う。
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　入場者はどのくらいいたのか伺う。

あまりの混雑で足の踏み場もないエリアもあったが、う
まく馬場のエリアに誘導がされていたのか。

宮町まつりも多くの人が行き交い、行列ができていた
ブースもあったが、今後何かのイベントとコラボするよう
なことは考えられないか。

駐車場が足りないという言葉を聞いたが、今後どのよう
な対策を考えているのか。

オウム真理教事件か
ら30年後の今を考える

今から30年前、日本を恐怖のどん底に突き落としたオウム真
理教事件があった。富士宮市人穴には富士山総本部という建物
があり、住民とのトラブルも顕著になってきた頃、人穴区オウ
ム真理教対策委員会等が発足され、警視庁等とともに教団と
闘ってきた歴史がある。二度と同じ事件を起こさせないため
に、現在の富士宮市の取組を以下伺う。

当時を振り返り、オウム真理教が総本部を人穴に構えた
頃、富士宮市の初動対応はどのようにしていたのか伺う。

事件から30年がたち、２度とこのような団体が根付かな
いようにするため、現在の我が富士宮市ではどのような、
対策が取られているか。

事件を振り返り、当時、宗教法人オウム真理教対策特別
委員会の委員長であった市長の見解を伺う。
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